



















































































































































































































































































































































































































































































九州国際大学 教養研究 第２３巻 第２号（２０１６・１２）
－１１１－
 この問題は、従来の教育学のシェマでいえば、「系統学習」と「問題解決学習」
の対立である。この対立の克服は、そう簡単なことではない。特に、アクティ
ブ・ラーニングの導入と発展によって、その対立を容易に克服できると考える
のは早計である。なお、この双方の対立そのものは悪いことではない。教育と
は本来、この双方の性格をもつものである。但し、重要なことは、この二つの
考え方が対立しており両立させるのは難しいということを十分に認識すること
であろう。この両者を簡単に両立するものだと安易に考えたり、両者の矛盾対
立を意識的に隠蔽する態度は問題の解決に何ら寄与しないと考える。
 文部科学省、前掲書、２‐３頁
～ http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo 0/toushin/__icsFiles/afield-
file/2009/05/12/1216828_1.pdf ７９頁
～ 文部科学省、前掲書、２頁
～	 文部科学省、前掲書、３頁

 もちろん、これを段階論で処理するという方法はありうる。その場合は、まず
第一段階で、「社会的事象に対する客観的で公正な見方や考え方」を教授し、
それをふまえて、第二段階で、「現代社会の諸課題を取り上げて、人間として
の在り方生き方についての学習や、議論などを通して自分の考えをまとめたり、
説明したり、論述したりする」という順序になるだろう。しかし、その場合、
第二段階の議論は第一段階を十分ふまえた内容とレベルにならなければならな
い。つまり、非常に高度な知識や教養に基づく議論が要求されることになるの
だが、はたして高等学校段階で、それが可能かという問題が生じると思われる。
～ 文部科学省、前掲書、３頁
～ http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/1343618.htm
～ http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/kou/kou2.pdf ７６頁
～ 文部科学省、前掲書、５頁
 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/
2009/05/12/1216828_1.pdf １７頁
 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/kou/kou2.pdf ７６頁
 文部科学省、前掲書、５頁
公民科教育法の基礎的研究
－１１２－
